
施設名

施設所在地

１．活動のテーマ

＜テーマ＞

＜テーマの設定理由＞

２．活動スケジュール

３．活動のために準備した素材や道具、環境の設定

①人に触れる

2025年4～6月 保育者と一対一でのふれあい遊び

2025年7～9月 小集団で歌や音楽に合わせたふれあい遊び

2025年10～12月 つむぎ体操

2026年1～3月 こどもたちが選んだ好みの遊びを繰り返し行う

②生き物に触れる

2026年6月～7月 カブトムシの飼育

2026年10月 あおむしの飼育

③植物に触れる

2025年6月～8月 トマトとハーブの育成

とうきょう すくわくプログラム活動報告書

おれんじハウス中葛西保育園

東京都江戸川区中葛西6丁目17-9 クローバーメディカルビル1階

触れる

保育者との一対一の関わりから周囲への興味関心が広がっている。さまざまな事物との出会いを遊びや食育を通し

て経験し、興味関心を深める・広げる・他者と共有する経験に繋げたい。当園では、はじめの集団生活の中で新し

い遊びや他者とのかかわり、食生活の変化などが起こる過程をそれぞれのペースで関わる機会を作ることで安心し

て過ごせる環境作りをしている。また、多職種が在籍し、子どもを多面的に捉えられる強みがあるため、本テーマ

の実施に適している。



人に触れる

①活動時に落ち着いて取り組めるよう1対1でできるようにする。取り入れるふれあい遊びを職員間で周知する。

②CDの活用、新聞紙やテープを使って見立て遊びができるようにする。

③寝転がって実施できるよう広めのスペースを確保し、輪になってできるようにする。

④絵本やCDを活用する。

生き物に触れる

カブトムシ

①飼育かごを用意。朝の集まりの際にこどもたちの前に飼育かごをもってきて中に何がいるのか説明し、保育者が

かごを持ち上げて底にいる幼虫を観察しやすくする。

②飼育かご、昆虫ゼリーを用意。かごのゼリーを交換した後、かごから出してカブトムシに実際に触れられるよう

にする。

あおむし

①飼育かご、柑橘類の葉を用意。朝の集まりの際にかごの蓋を外してあおむしの様子を観察できるようにする。

②飼育かごの蓋を外してこどもたちのが見やすいように保育者が持って観察するようにする。近くで観察できるよ

うに数名ずつ交代しながら観察するようにする。

③保育室内にあったタオル掛けの台に飼育かごを設置（ここに常設していた）し、登園時に観察できるようにす

る。散歩に出掛ける際には飼育かごごと持ち出し、ちょうちょを連れていく。

植物に触れる

①保育園の玄関前スペースにプランターを２つ設置し、栽培。水やりは小さなじょうろを使用し、こどもが自分で

水やりしやすいようにする。

②玄関前スペースで水やりをしながら観察するようにする。

③暑さ軽減のため、玄関内にブルーシートを設置してプランターを運び、収穫する。



４．探究活動の実践

＜活動の内容＞

＜活動中の子供の姿・声、子供同士や保育者との関わり＞

ふれあい遊び

①活動の中でふれあい遊びの時間を設け、繰り返し実施する。

②のりものへの興味が高まっていたので、のりものにちなんだふれあい遊びを取り入れ、よりイメージをしやすい

ようにハンドルを作成する。

③身体の各部位に触れてもらったり自分で触れたりする。

④気に入った遊びを保育者に伝え、繰り返し遊ぶ。

カブトムシ

①もらったカブトムシの幼虫を観察し、感じたことを自分なりの言葉で伝える。

②カブトムシの世話をしたり、触れたりする。

あおむし

①あおむしの様子を観察し、気づいたことを自分なりの言葉で伝える。

②図鑑と見比べ、成⾧の過程を知る。

③浮かしたちょうちょを自然に返す。

植物の栽培

①保育者と一緒に水やりをする。

②水やりをしながらトマトやハーブの成⾧し、変化した様子を観察する。

③成⾧したトマトやハーブを収穫し、遊ぶ。

人に触れる

①はじめは緊張した様子も見られたが、次第に脱力して身を任せるようになったり、他の遊びをしている際に歌を

口ずさむ、他児がやってもらっているところへやってきて自分もやってもらおうとするなどの姿が見られた。人形

を相手に自分がしてもらうようにふれあい遊びをする子もいた。

②乗り物にちなんだものだった為、ハンドルを作成すると運転手になった気分で保育者の膝に乗り、ハンドルを

握って参加していた。曲に合わせて「ゴーゴー！」と合いの手を入れる子もいた。「バスやりたい」と保育者に伝

えたり、歌を覚えて自分で繰り返し歌ったりする姿も見られた。この時には保育者一人に対して複数の子が膝に

座っていてもそれを受け入れ、共に楽しむ姿が見られた。

③はじめはくすぐったそうにしたり動きが硬い様子が見られたが、次第に脱力できるようになり、動きを覚えると

自身で身体を動かしたりするようになってきた。「いちぬけたして」と歌の一部を覚えて保育者に伝える子や午睡

の入眠前に「やって」と保育者に歌ってもらいながら触れてもらうことでリラックスできる子もいた。

④気に入った歌絵本を保育者に持って来て一緒に歌ったりCDに合わせて身体を動かしたりしていた。ふれあい遊

びの歌が聞こえてくるとそばにやってきて交代しながら遊べるようになってきた。



植物に触れる

①日中の活動前にじょうろに水を入れて水やりを行い、変わったところはないか、観察を行った。玄関に設置して

いたことで毎日登園時に観察することができ、色が変化したときにも「赤くなってた」と保育者に伝える子もい

た。

②「（葉っぱに触れて）においがする」「花が咲いてる」「トマトがある」と次第に成⾧し変化している様子に興

味を持っていた。また、ハーブはだんだんプランターからはみ出すほどに成⾧してきたことから興味を持ち触れよ

うとする子がいた。「おててのにおいどう？」と保育者に聞かれて手のにおいをかいでみたところ「いいにおいが

する」と答え、トマトとも葉をちぎってにおいを比べた。トマトの方が「トマトのにおいがする」と言っていた。

③トマトの実を収穫するときには赤くなった実を収穫することを伝えると緑の実を残して収穫していた。収穫後は

ままごと道具を使って遊んだ。手で実をつぶしたりスプーンで混ぜたりして手触りやにおいを感じていた。

生き物に触れる

カブトムシ

①飼育かごの底にいる様子を見て「いた」「寝てる？」と感じたことを話していた。

②虫かごの中で動くカブトムシを見て「触っていい？」と話していたので、まずは保育者の手に乗せて背中を触る

様子を見せると模倣して指先で触れていた。はじめは恐る恐る触っていたが、慣れてくるとしばらく指先を付けた

ままにすることができた。

あおむし

①保育者からあおむしを頂いたことを紹介され、飼育かごの中で動いているあおむしをのぞき込んでいた。顔をど

んどん近づける子もいれば、少し離れて様子を見ている子もいた。「みどりだね」「葉っぱ食べてる」と気が付い

たことを言葉にして伝えていた。

②室内でさなぎの観察をしてさなぎから出てきたときに寂しくないようにおうちに何か入れてあげるのはどうかと

相談をしてから散歩に出掛けたところ、公園で拾った落ち葉や木の実を「あおむしのおうちにあげる」と言って集

めている子がいた。園に持ち帰り飼育かごに入れるとさなぎの様子を改めて観察する様子が見られた。

③登園して飼育かごを見るとさなぎが羽化していた。羽を広げてとまっている様子を見て「ちょうちょになって

る」「見て」と保護者にもそのことを伝え一緒に観察した。「きれいだね」「飛べるかな」とやりとりをしてい

た。その後近くの公園に放してあげようと決め、飼育かごをもって公園に向かった。蓋を開けてしばらくすると飛

んでいく姿を見て「ちょうちょさん行っちゃった」「ばいばい」とこどもたちなりにお別れをしていた。



５．振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞
人に触れる

①繰り返し取り入れることでこどもと保育者との信頼関係の一助となった。また、子ども自身が覚えて口ずさんだ

り保育者に関わりを求めたり、他児がやってもらっているところへ自らやってきたりしていることから遊びへの関

心や興味が伺えた。

②こどもたちの興味が乗り物に広がっていたことを受け、乗り物にちなんだ内容を取り入れたことでふれあい遊び

以外にも制作や見立て遊びに発展することができた。また、保育者との1対1の関りが保育者と複数の児に広がり、

他児と遊びや空間を共有する機会が増えてきた。

③つむぎ体操を始めた当初はこれまでの遊び方に比べて、自分の身体や動きがどうなっているのか分からない事へ

の不安がある子は座って他の子の様子を見たり繰り返し触れられることで状況を理解し、安心して身を任せるよう

になってきた。

④複数人で身体を動かす事ができるもの、見立て遊びのようになっているもの、1対1の関わりの中で安心してすご

せるものなど、個々の姿に応じて取り組むことで安心感や他者とかかわる楽しさを味わう機会を提供することがで

きた。また、季節にちなんだものを取り入れることで身近に感じながら関わる機会に繋がった。

生き物に触れる

カブトムシ

①イメージしてるカブトムシの姿と異なっているようだったが、関心を持ち飼育かごの底にいる幼虫を観察してい

た。

②成虫になり、餌をあげたり観察したりすることを繰り返すうちに愛着がわいたようで触れようとすることが増え

てきた。

あおむし

①あおむしが動く様子に興味を持ち、飼育かごの蓋を開けて見やすくするとかごを囲んでのぞき込むようにしてよ

く観察していた。成⾧の様子に見通しを持てるよう、飼育かごのそばに成⾧過程を掲示した。

②これまであおむしだったが、かごの蓋にさなぎになっている姿を見て不思議そうにしていた。保育者が「寝てい

るからそっとしてあげようね」と伝えるとかごを揺らすことなくそっと見守るようになった。

③羽化したためこどもたちとちょうちょをどうするか相談した結果、外に逃がしてあげることになったため、よく

遊びにいく公園へ行き、放すことになった。ちょうちょが飛んでいく様子を見送っていた。幼虫から成虫になるま

での過程を身近に感じられる機会となった。

飼育を通して生き物に対して世話をする愛着やどのように育っていくかの過程を知ることができ、飼育している以

外の生き物にも興味を持つきっかけとなった。散歩に出た際に図鑑に載っている生き物を見つけて見比べる姿も見

られ、継続して活動に取り入れることがこどもたちの興味を伸ばすきっかけにもなると改めて感じた。



植物に触れる

①はじめは水そのものへの興味が大きかったが、繰り返す中で植物に水をあげることに意識が向くようになってい

た。じょうろを両手で持つことで自分が水を掛けたいと思っている場所に掛けられることに気が付くと注ぎ口を支

えるようになった。

②においや花が咲いたこと、果実の色の変化に気が付き、自分の言葉で伝える姿が見られた。

③年齢に応じてボトルに入れてにおいを感じられるようにしたり手や道具を使って遊べたりすることで五感を通し

て感じることができた。包丁で切るときにはトマトが動かないように自然と反対の手を添えて抑える姿が見られ

た。

また、実際に野菜を育てたことでそこから食育にもつながり給食にでる野菜にも目を向け、食事をしながら「これ

〇〇だ」「これは何？」と言葉にすることが増え、こどもたちからの疑問を聞き逃さずに関わることでこどもたち

の野菜への興味も増していた。


